
位
で
は
い
か
ぬ
、
肉
食
し
な
け
れ
ば
身
体
は
い
け
な
い
や
う
に
思

ひ
ま
す
。
私
は
ま
だ
研
究
し
な
い
が
、
長
与
さ
ん
に
頼
ん
で
食
料

と
体
力
と
労
働
と
の
分
量
を
量
っ
て
呉
れ
と
頼
承
又
後
藤
さ
ん
に

も
職
工
衛
生
の
こ
と
に
就
い
て
聞
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
出
て
く
る
長
与
・
後
藤
は
、
と
も
に
内
務
省
衛
生
局
長
の

任
に
あ
た
っ
た
長
与
専
斉
と
後
藤
新
平
で
あ
る
。
こ
の
講
演
に
よ
れ

ば
、
佐
久
間
が
実
行
し
た
八
時
間
労
働
は
、
十
時
間
か
か
る
も
の
を

八
時
間
で
仕
上
げ
る
と
い
う
能
率
増
進
の
方
法
を
加
味
し
た
も
の

で
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン
が
一
八
一
六
年
に
提
唱
し
た
八
時
間
労

働
制
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
い
。
秀
英
舎
の
工
場
規

則
（
昭
和
三
十
九
年
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
夜
業
手
当
は
一
時
間
ご
と
に

日
給
の
九
分
の
一
、
午
前
零
時
か
ら
三
時
ま
で
の
間
は
さ
ら
に
五
割

増
、
徹
夜
勤
務
は
日
給
の
八
割
三
分
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
勤

務
時
間
は
実
働
九
時
間
、
休
憩
・
食
事
各
三
十
分
で
あ
る
。

（
京
都
工
場
保
健
会
）

一
、
は
じ
め
に

昨
年
の
第
八
十
四
回
総
会
で
、
明
治
二
十
年
前
後
に
複
数
の
現
役

軍
医
が
全
国
各
地
で
、
軍
人
で
な
い
一
般
人
を
診
療
の
対
象
と
し
て

設
立
し
た
病
院
に
つ
い
て
述
べ
た
。
今
回
は
、
日
本
の
植
民
地
と
な

っ
た
日
清
戦
役
後
の
台
湾
、
日
露
戦
役
後
の
韓
国
（
後
の
朝
鮮
）
で
、

初
期
の
衛
生
・
医
療
面
に
関
与
し
た
現
役
軍
医
の
役
割
に
つ
い
て
報

告
す
る
。二

、
台
湾
に
お
い
て

明
治
二
十
八
年
四
月
、
日
清
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、
台
湾
、
彰

湖
島
は
日
本
に
帰
属
し
た
。
同
年
六
月
、
初
代
台
湾
総
督
樺
山
資
紀

海
軍
大
将
は
、
台
北
で
総
督
府
始
政
式
を
挙
行
し
た
。
そ
の
当
時
、

衛
生
医
療
方
面
で
現
役
軍
医
が
関
与
し
た
事
項
を
列
記
す
る
。

い
、
明
治
二
十
八
年
六
月
十
六
日
、
総
督
の
諮
詞
機
関
と
し
て
衛

生
委
員
会
（
長
・
陸
軍
少
将
大
嶋
久
直
）
が
組
織
さ
れ
、
陸
軍
軍
医
よ

初
期
の
植
民
地
医
療
に
お
け
る
現
役
軍

医
の
役
割
Ｉ
殊
に
台
湾
、
韓
国
に
お
い
て
Ｉ

佐
久
間
温
巳
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り
森
林
太
郎
軍
医
監
、
木
村
達
軍
医
監
、
山
田
秀
治
一
等
軍
医
、
海

軍
軍
医
か
ら
鶴
田
鹿
吉
軍
医
少
監
、
高
平
了
輔
大
軍
医
が
参
加
し
、

意
見
を
述
べ
た
。

㈲
、
同
年
七
月
二
日
、
森
軍
医
監
は
総
督
府
官
房
衛
生
事
務
総
長

に
就
任
し
、
医
務
を
統
轄
し
た
。
ま
も
な
く
こ
の
職
は
廃
止
さ
れ
、

総
督
府
陸
軍
局
軍
医
部
長
と
な
っ
た
。

例
、
当
時
台
湾
進
攻
中
の
近
衛
、
第
二
両
師
団
の
兵
姑
病
院
で
は
、

内
地
人
や
現
地
人
の
診
療
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
基
隆
兵

姑
病
院
で
の
日
赤
救
護
班
の
記
録
に
明
ら
か
で
あ
る
。

㈲
、
そ
の
頃
、
台
北
に
大
日
本
台
湾
病
院
、
総
督
府
診
療
所
と
い

う
二
つ
の
医
療
機
関
が
置
か
れ
、
後
者
で
は
、
山
田
一
等
軍
医
や
海

軍
局
軍
医
官
が
診
療
を
担
当
し
た
。

㈱
、
明
治
二
十
九
年
開
設
さ
れ
た
台
北
医
院
（
後
の
台
北
帝
大
附
属

病
院
）
へ
は
、
堀
内
次
雄
三
等
軍
医
が
派
遣
さ
れ
、
以
後
五
十
年
間

に
わ
た
っ
て
台
湾
医
学
の
発
展
に
尽
力
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
藤
田
嗣
章
一
等
軍
医
正
が
陸
軍
局
軍
医
部
長
に
な
っ

て
か
ら
は
、
台
北
征
戌
病
院
附
の
優
秀
な
軍
医
を
台
北
医
院
に
派
遣

し
、
積
極
的
な
援
助
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
参
加
し
た
軍
医
は
、
山
口

弘
夫
、
肥
田
七
郎
、
河
西
健
次
、
西
郷
吉
弥
、
山
田
弘
倫
ら
で
あ
っ

た
。

三
、
韓
国
（
朝
鮮
）
に
お
い
て

日
露
戦
役
後
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
、
第
二
次
日
韓
協
約
が
調

印
さ
れ
、
日
本
は
韓
国
に
統
監
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
初
代
統
監

に
伊
藤
博
文
が
就
任
し
、
翌
三
十
九
年
二
月
一
日
、
京
城
に
統
監
府

が
開
庁
し
た
。
韓
国
に
お
け
る
初
期
の
医
療
、
衛
生
面
で
軍
医
が
関

与
し
た
の
は
大
韓
医
院
と
慈
恵
医
院
で
あ
っ
た
。

い
、
京
城
に
大
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
創
立
委
員
長
に

佐
藤
進
軍
医
総
監
が
就
任
し
た
。
既
存
の
広
済
院
、
官
立
医
学
校
、

大
韓
赤
十
字
病
院
を
基
礎
に
、
明
治
四
十
一
年
四
月
大
韓
医
院
が
開

院
し
診
療
は
主
と
し
て
軍
医
が
担
当
し
た
。
第
二
代
院
長
は
菊
地
常

三
郎
軍
医
総
監
、
第
三
代
は
駐
割
軍
軍
医
部
長
藤
田
嗣
章
軍
医
監
の

兼
任
と
陸
軍
軍
医
が
続
い
た
。
な
お
、
大
韓
医
院
は
、
明
治
四
十
三

年
八
月
二
十
九
日
の
韓
国
併
合
後
、
朝
鮮
総
督
府
医
院
と
改
称
さ
れ

た
。

㈲
、
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地
方
の
人
達
の
慈
恵
救
療
機
関
と
し

て
、
明
治
四
十
二
年
八
月
、
日
露
戦
役
で
あ
ま
っ
た
衛
生
材
料
を
利

用
し
、
朝
鮮
全
道
に
各
食
一
ヶ
所
の
慈
恵
医
院
設
立
の
案
が
現
地
軍

医
部
内
で
起
こ
り
、
直
ち
に
実
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
朝
鮮
総
督
医
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植
民
地
統
治
の
要
諦
は
人
心
の
把
握
に
あ
り
、
そ
の
捷
径
は
、
生

命
の
安
全
と
健
康
の
増
進
を
得
さ
せ
る
医
療
衛
生
の
充
実
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
植
民
地
統
治
で
も
こ
の
原
則
は
守
ら
れ
、

殊
に
医
療
の
遅
れ
た
台
湾
、
韓
国
で
こ
の
方
面
に
努
力
が
払
わ
れ
、

そ
の
大
き
な
役
割
を
現
役
軍
医
達
が
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

院
長
藤
田
軍
医
監
の
努
力
が
あ
っ
た
。
明
治
四
十
二
年
十
二
月
、
ま

ず
全
羅
北
道
の
全
州
と
忠
清
北
道
の
清
州
に
建
設
さ
れ
、
四
十
三
年

九
月
ま
で
に
全
道
で
開
院
し
た
。
慈
恵
医
院
の
診
療
は
、
現
役
の
陸

軍
軍
医
が
担
当
し
、
他
に
陸
軍
の
看
護
長
ら
も
参
加
し
、
当
初
は
野

戦
病
院
の
様
相
を
呈
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
次
第
に
整
備
さ
れ
、

大
正
六
年
頃
か
ら
陸
軍
の
手
を
離
れ
、
や
が
て
道
立
病
院
に
発
展
し

た
。
ち
な
み
に
、
明
治
四
十
三
年
九
月
五
日
に
開
院
し
た
京
畿
道
慈

恵
医
院
（
水
原
）
の
職
員
は
、
院
長
が
村
井
静
夫
三
等
軍
医
正
、
医

員
に
吉
野
麟
至
二
等
軍
医
、
庶
務
が
岩
田
恒
四
郎
上
等
看
護
長
、
他

に
薬
剤
手
の
雇
員
、
看
護
婦
一
名
、
助
手
と
し
て
現
地
人
（
い
わ
ゆ

る
医
生
か
）
二
名
の
構
成
で
あ
っ
た
。
台
湾
と
違
っ
て
、
朝
鮮
で
は
、

中
央
医
院
を
始
め
、
各
道
の
病
院
は
す
べ
て
現
役
軍
医
に
よ
っ
て
診

療
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
ま
と
め
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